
愛知県文化遺産活用事業
【計画の改善時期】
　　平成   年度

（2）実施事業の概要 別紙②のとおり

（1）補助金額 8 補助事業の概要

33 年度

文化遺産総合活用推進事業　実施計画

愛知県  2 補助事業の種類 1 都道府県・市区町村名

本事業については、愛知県が全体計画の企画、調整、事業の指導等を行う。
　・主な担当課：教育委員会生涯学習課文化財保護室
　・役　　　割：文化財の取扱等及び「5実施計画の概要」における(1)(2)(3)(4)に関する指導・調整等

　また、各事業については、次の団体が実施する。
　・あいちヘリテージマネージャー養成講座実行委員会
　　（「5 実施計画の概要」における（1)の事業を実施）
　・愛知県国登録有形文化財公開活用実行委員会
　　（「5 実施計画の概要」における（2)の事業を実施）
　・あいち山車まつり日本一協議会
　　（「5 実施計画の概要」における（3)の事業を実施）
　・日本の伝統文化をつなぐ実行委員会
　　（「5 実施計画の概要」における（4)の事業を実施）

 3 実施計画の名称

 4 実施計画期間

 6 実施体制

 5 実施計画の概要

　我が国の中央に位置する本県は、モノづくりを中心とした魅力ある観光資源を有するとともに豊かな自然と優れた
文化遺産が多数存在している。こうした文化遺産を活用し、本県の魅力を向上させるためにも、県民一人ひとりが文
化遺産に対する理解を深めるとともに、地域の住民が誇りと愛着を持つことのできる、活力に満ちた地域社会の実現
が大切である。

　こうした状況を踏まえ、次の事業を実施する。
（１）あいちヘリテージマネージャー事業
（２）愛知県国登録有形文化財公開活用事業
（３）あいち山車文化活性化事業
（４）中京歴史文化遺産事業

地域文化遺産活性化

平成 29 年度 ～ 平成

 9 その他計画実施により想定される効果（定性的な効果を記載）

【あいちヘリテージマネージャー事業】
１．あいちヘリテージマネージャー育成事業
　（１）建築士を対象に養成講座を実施し、その修了者の内希望する者は「あいちヘリテージ協議会」に登録し、
  　　協議会の会員として情報交流を行い、文化財建造物の保存と活用に向けた活動を行っている。登録者につ
　　　いても、継続的にレベルアップ講習を実施することにより、実務能力の向上を図り、より実践的な「協議
　　　会」の会員として情報交流と、歴史的建造物の保存・活用に向けた活動ができるようになる。
　（２）愛知ヘリテージマネージャーの役割としては、①　愛知県全域で未だ登録されていない文化財建造物を
　　　発見し、国の登録有形文化財建造物としての指定を目指すこと、更にそのための基礎資料作成に協力する。
　　　②　県内の文化財建造物(県指定・国指定)について、以下について所有者を支援する。
　　　　ア　維持管理　　イ　修理　　ウ　活用　　エ　保存及び活用における計画づくり
　（３）こうして養成された人材の活躍により、県内の文化財建造物が新たに発見され、文化財としての保存
　　　が進み、有効活用を図ることができる。さらに、こうした登録文化財建造物を活かしたまちづくりに寄与
　　　することができる。
　
【愛知県国登録有形文化財公開活用事業】
１．愛知県登録有形文化財魅力紹介冊子
　　登録有形文化財の魅力を1つの建造物としてだけではなく、関連する建造物をあわせて紹介することによ
　って、その魅力をさらに深く知ることができ、登録有形文化財に対する関心が高まることが期待できる。
　さらに、関連する施設で登録有形文化財になっていない建造物に対する認識が高まり、登録に結びつく
　ことが期待できる。

２．文化財ガイド育成事業
　　文化財ガイドに関するノウハウが蓄積されるとともに、文化財の公開活用に対する意識が高まり、特別
　公開などにおける建物解説やボランティアスタッフとしての参加が期待できる。さらに地域別に開催する
　ことで、地域での専門家のネットワーク形成につながる。こうした地域の専門家集団の働きかけにより、
　新たな登録文化財等の公開活用が進むことが期待できる。

３．登録文化財魅力体験「特別公開事業」
　　歴史的建造物に関心を持っている多くの人に登録文化財を見てもらうことにより、所有者がその価値･
　魅力を再認識する機会となり、所有者自身による公開活用につながることが期待できる。また、多くの県
　民に登録文化財の魅力を体験する機会を提供することによって、それらの価値を認識し、保存継承の支援
　者となることが期待できる。

４．登録文化財保存活用シンポジウム
　　議論を通じて、所有者、専門家、県民がお互いの役割を認識する場となり、互いの連携が期待できる。
　多様な講師を県外から招くことにより、県外で活用する団体とのネットワークを形成する機会ともなる。
　広域的な連携を図ることは、近い将来必ず発生するといわれている大地震による文化財建造物の被害に対
　し、修復の支援体制を構築する上でも重要である。

【あいち山車文化活性化事業】
　愛知の山車文化に関するホームページを公開・運営することで、国内外の方々や幅広い年齢層の方々に愛知の山車
まつりの魅力に興味・関心を深めていくことができる。また、愛知の山車文化に関する公開講座（あいち山車文化魅
力発見講座）を実施することで、愛知の山車まつりの理解者・応援者を増やすことができる。さらに、講座受講者を
対象に「あいち山車まつり応援者」を募り、ホームページへの投稿や今後の協議会活動の応援者となっていただくこ
とができる。
　こうした事業によって、国内外から県内山車まつり及び関連行事への集客を誘引し、観光振興を促進するととも
に、応援者を活用して山車まつりを活性化することで、地域振興を図ることができる。
　
【中京歴史文化遺産活性化事業】
１、中京歴史文化遺産情報発信事業
　　尾張徳川文化に関する文化遺産紹介ホームページを作成することで、国内外の方々や幅広い世代に認知して
　もらうことができる。
　　また、看板の設置により、より多くの方々に文化遺産に足を運んでもらえることができる。
２、尾張徳川文化養成ボランティアガイド事業
　　この地域の特色である尾張徳川文化のボランテイアガイドを養成することで、知られきれていないこの地域の
　魅力を地域住民から発信することができる。
　　地域住民から発信されることにより、住民が地域に「誇り」を持つことができ活性化が期待できる。
３、中京歴史文化遺産普及事業
　　各文化遺産での徳川慶勝公の写真展および講演等を実施することで、文化遺産の活用と、地域文化の
　魅力を深めていただくことができる。また、（仮）尾張徳川文化スタンプラリーによって、新たな層に
　各文化遺産に足を運んでいただき、新たな活性方法が生まれることを期待することができる。

 7 実施計画における目標と期待される効果 別紙①のとおり

～平成29年度交付決定額： 20,247 千円 平成30年度申請額： 42,567 千円

様式１－１



事業概要：

事業概要：

事業概要：

 10 その他事業（自主財源、民間団体、他省庁等からの補助（支援）を予定している事業など）

 12 担当部局

【あいちヘリテージマネージャー事業】
１．あいちヘリテージマネージャー育成事業
　（１）建築士を対象に養成講座を実施し、その修了者の内希望する者は「あいちヘリテージ協議会」に登録し、
  　　協議会の会員として情報交流を行い、文化財建造物の保存と活用に向けた活動を行っている。登録者につ
　　　いても、継続的にレベルアップ講習を実施することにより、実務能力の向上を図り、より実践的な「協議
　　　会」の会員として情報交流と、歴史的建造物の保存・活用に向けた活動ができるようになる。
　（２）愛知ヘリテージマネージャーの役割としては、①　愛知県全域で未だ登録されていない文化財建造物を
　　　発見し、国の登録有形文化財建造物としての指定を目指すこと、更にそのための基礎資料作成に協力する。
　　　②　県内の文化財建造物(県指定・国指定)について、以下について所有者を支援する。
　　　　ア　維持管理　　イ　修理　　ウ　活用　　エ　保存及び活用における計画づくり
　（３）こうして養成された人材の活躍により、県内の文化財建造物が新たに発見され、文化財としての保存
　　　が進み、有効活用を図ることができる。さらに、こうした登録文化財建造物を活かしたまちづくりに寄与
　　　することができる。
　
【愛知県国登録有形文化財公開活用事業】
１．愛知県登録有形文化財魅力紹介冊子
　　登録有形文化財の魅力を1つの建造物としてだけではなく、関連する建造物をあわせて紹介することによ
　って、その魅力をさらに深く知ることができ、登録有形文化財に対する関心が高まることが期待できる。
　さらに、関連する施設で登録有形文化財になっていない建造物に対する認識が高まり、登録に結びつく
　ことが期待できる。

２．文化財ガイド育成事業
　　文化財ガイドに関するノウハウが蓄積されるとともに、文化財の公開活用に対する意識が高まり、特別
　公開などにおける建物解説やボランティアスタッフとしての参加が期待できる。さらに地域別に開催する
　ことで、地域での専門家のネットワーク形成につながる。こうした地域の専門家集団の働きかけにより、
　新たな登録文化財等の公開活用が進むことが期待できる。

３．登録文化財魅力体験「特別公開事業」
　　歴史的建造物に関心を持っている多くの人に登録文化財を見てもらうことにより、所有者がその価値･
　魅力を再認識する機会となり、所有者自身による公開活用につながることが期待できる。また、多くの県
　民に登録文化財の魅力を体験する機会を提供することによって、それらの価値を認識し、保存継承の支援
　者となることが期待できる。

４．登録文化財保存活用シンポジウム
　　議論を通じて、所有者、専門家、県民がお互いの役割を認識する場となり、互いの連携が期待できる。
　多様な講師を県外から招くことにより、県外で活用する団体とのネットワークを形成する機会ともなる。
　広域的な連携を図ることは、近い将来必ず発生するといわれている大地震による文化財建造物の被害に対
　し、修復の支援体制を構築する上でも重要である。

【あいち山車文化活性化事業】
　愛知の山車文化に関するホームページを公開・運営することで、国内外の方々や幅広い年齢層の方々に愛知の山車
まつりの魅力に興味・関心を深めていくことができる。また、愛知の山車文化に関する公開講座（あいち山車文化魅
力発見講座）を実施することで、愛知の山車まつりの理解者・応援者を増やすことができる。さらに、講座受講者を
対象に「あいち山車まつり応援者」を募り、ホームページへの投稿や今後の協議会活動の応援者となっていただくこ
とができる。
　こうした事業によって、国内外から県内山車まつり及び関連行事への集客を誘引し、観光振興を促進するととも
に、応援者を活用して山車まつりを活性化することで、地域振興を図ることができる。
　
【中京歴史文化遺産活性化事業】
１、中京歴史文化遺産情報発信事業
　　尾張徳川文化に関する文化遺産紹介ホームページを作成することで、国内外の方々や幅広い世代に認知して
　もらうことができる。
　　また、看板の設置により、より多くの方々に文化遺産に足を運んでもらえることができる。
２、尾張徳川文化養成ボランティアガイド事業
　　この地域の特色である尾張徳川文化のボランテイアガイドを養成することで、知られきれていないこの地域の
　魅力を地域住民から発信することができる。
　　地域住民から発信されることにより、住民が地域に「誇り」を持つことができ活性化が期待できる。
３、中京歴史文化遺産普及事業
　　各文化遺産での徳川慶勝公の写真展および講演等を実施することで、文化遺産の活用と、地域文化の
　魅力を深めていただくことができる。また、（仮）尾張徳川文化スタンプラリーによって、新たな層に
　各文化遺産に足を運んでいただき、新たな活性方法が生まれることを期待することができる。

特になし

地方公共団体
担当部局課

愛知県教育委員会生涯学習課文化財保護室

 11 「歴史文化基本構想」の策定や「歴史的風致維持向上計画」の作成・認定に向けた計画の見込等



目標値１： ⇒平成 29 年度 127 名 平成 33

7 実施計画における目標と期待される効果　別紙

目標区分１： 地域の文化資源を核としたコミュニティの再生・活性化

評価指標区分１： その他 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標１：
あいちヘリテージマネージャーへ登録して活動する人
数

関連事業: ①

あいちヘリテージマネージャー養成講座を修了し活動する意欲のある人を登録する。毎年30人の
登録を目指す。

進捗状況１： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度 平成 34

設定根拠１：

0%

年度

127 0 0 0 0 0 0

目標区分２： 地域の文化資源を活用した集客・交流

評価指標区分２： その他 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標２：
愛知県国登録有形文化財建造物所有者の会Facebookへ
の「いいね」の数

関連事業: ②③④⑤

平成 33 年度 2,000 件

設定根拠２：

進捗状況２： 各年度、状況値、目標に対する達成率

目標値２： 平成 28 年度 424 件 ⇒ 【目標値】

平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度 平成 34 年度

件 件

7%

527 件 件 件 件

目標区分３： 伝統文化の継承体制の維持・確立

評価指標区分３： 祭礼行事等の保存会会員数、保存団体数 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標３： あいち山車まつり日本一協議会会員数 関連事業: ⑥⑦

平成 33 年度 151 団体

設定根拠３：
協議会の会員数及び保存団体数の増加により、県内の山車文化の魅力を発信する機会が増えると
ともに、会員同士のネットワークが強固なものになると考えられる。毎年10団体の新規加入を見
込む。

進捗状況３： 各年度、状況値、目標に対する達成率

目標値３： 【現状値】 平成 28 年度 101 団体 ⇒ 【目標値】

平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度 平成 34 年度

団体 団体

6%

104 団体 団体 団体 団体

目標区分４： 地域の文化資源を核としたコミュニティの再生・活性化

評価指標区分４： 文化遺産が所在する最寄駅の乗降者者数 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標４：
名古屋鉄道　知立駅、有松駅、JR名古屋駅、大曽根駅
の合計乗降者数

関連事業: ⑧⑨⑩

平成 33 年度 99,903,886 （単位）

設定根拠４：
（仮）尾張徳川文化スタンプラリーにより、新しい層に各文化遺産に足を運んでもらうことがで
きる。各年約10000人増加を見込む。

進捗状況４： 各年度、状況値、目標に対する達成率

目標値４： 【現状値】 平成 28 年度 99,843,886 （単位） ⇒ 【目標値】

平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度 平成 34 年度

（単位） （単位）（単位） （単位） （単位） （単位）

年度 247 名

様式１－１別紙①



 8（2）実施事業の概要　別紙

事業①： あいちヘリテージマネージャ育成事業 実施団体：
あいちヘリテージマネージャー養成講座
実行委員会

評価指標区分：
・ヘリテージマネージャー育成講座修了者によるヘリテージ活
動件数

（具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標： 歴史的建造物の現況調査件数

目標値：

～ 平成 33 年度

事業概要：
　対象を建築士とし、地域の中でいまだ知られることのない文化財建造物の発見、既指定・未
指定等の文化財建造物の保存と活用により、まちづくりに活かす能力を持った人材を育成す
る。

事業区分： 人材育成 事業期間： 平成 30 年度

【現状値】 平成 29 年度 511 件 【目標値】 平成

事業区分： 情報発信 事業期間： 平成 30 年度 ～ 平成 33 年度

件件 件 件件 件

事業②：

33 年度 800 件

33 年度 平成 34 年度31 年度 平成 32 年度 平成

愛知県登録有形文化財魅力紹介冊子 実施団体：
愛知県国登録有形文化財公開活用実行委
員会

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 29 年度 平成 30 年度 平成

⇒

地域の文化財を網羅的に紹介するコンテンツの1つとして、テーマ別に愛知県内の登録有形文化
財を紹介する小冊子を作成する。

評価指標区分： ・ＳＮＳ上の情報発信の「いいね」の数 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標： 愛知登文会facebookページへの「いいね」の件数

目標値： 【現状値】 平成 29 年度 527 件 ⇒ 【目標値】 平成 33 年度 2,000 件

事業概要：

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度 平成 34 年度

平成 32 年度 平成

件 件 件 件 件 件

事業③： 文化財ガイド育成事業 実施団体：
愛知県国登録有形文化財公開活用実行委
員会

事業区分： 人材育成 事業期間： 平成 29 年度 ～ 平成 33 年度

事業概要：
県内4か所において、地域で活動する建築の専門家を対象に文化財ガイドの方法に関する講習を
行う。地域固有の特徴ある登録文化財を対象にガイドツアーを実施し、その方法を学ぶととも
に、参加者同士の経験を紹介しあう場を設ける。

評価指標区分： ・その他 （具体的な指標は次のとおり）

33 年度 平成 34

具体的な指標： 特別公開における建物解説やボランティアスタッフ経験者数

目標値： 【現状値】 平成 29 年度 72 人 ⇒ 【目標値】 平成 33 年度 100 人

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

年度平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度

人 人 人 人 人 人

様式１－１別紙②



事業概要：
愛知県の山車文化の魅力を発信するため、ホームページを制作・公開するコンテンツ（山車ま
つり及び山車の概説、個々の山車及び山車まつりの紹介、山車検定等）日本語・英語両対応、
ＰＣ・スマートフォン両対応。

評価指標区分： ・ホームページ閲覧数（ＰＶ数） （具体的な指標は次のとおり）

目標値： 平成 33 ページ

13,652 ページ ページ ページ ページ ページ ページ

14%

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度 平成 34 年度

事業④： 「登録文化財魅力体験」特別公開事業 実施団体：
愛知県国登録有形文化財公開活用実行委
員会

事業区分： 普及啓発 事業期間： 平成 26 年度 ～ 平成 33 年度

事業概要：
登録文化財の所有者の協力を得て、普段公開されていない登録文化財の公開や所有者・専門家
による建物解説を行い、地域住民をはじめとした愛知県民に対して登録文化財の魅力を体験し
てもらえる場所を提供する。

評価指標区分： ・その他 （具体的な指標は次のとおり）

33 年度 平成 34

具体的な指標： 愛知県国登録有形文化財所有者の会facebookページへの「いいね」の件数

目標値： 【現状値】 平成 29 年度 527 件 ⇒ 【目標値】 平成 33 年度 2,000 件

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

年度平成 29 年度 平成

件 件 件 件 件 件

20 人

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

年度平成 29 年度 平成

30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成

事業⑤： 登録文化財保存活用シンポジウム 実施団体：
愛知県国登録有形文化財公開活用実行委
員会

事業区分： 普及啓発 事業期間： 平成 29 年度 ～ 平成 33 年度

人 人

事業概要：
地域固有の文化遺産の現状・課題について考え、未来を展望する場として、登録文化財の所有
者や専門家、登録文化財の保存活用に関心を持つ市民を対象に、保存活用にあたっての課題を
乗り越えるための情報を提供し、意見交換を行うシンポジウムを4回開催する。

評価指標区分： ・保存会への新規入会者数 （具体的な指標は次のとおり）

33 年度 平成 34

具体的な指標： 愛知県国登録有形文化財建造物所有者の会への新規入会者数

目標値： 【現状値】 平成 29 年度 8 人 ⇒ 【目標値】 平成 33 年度

30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成

事業⑦： あいち山車文化魅力発見講座 実施団体： あいち山車まつり日本一協議会

具体的な指標： 年間のホームページビューページ数

事業⑥： ホームページ制作・公開事業 実施団体： あいち山車まつり日本一協議会

事業区分： 情報発信 事業期間： 平成 29 年度 ～

事業区分： 普及啓発 事業期間： 平成 29 年度 ～ 平成 33 年度

人 人 人 人

【現状値】 平成 28 年度 0 ページ ⇒ 【目標値】 年度 100,000

平成 33 年度

事業概要：
愛知の山車文化に興味・関心のある方を対象に愛知の山車まつりに関する公開講座を実施す
る。

評価指標区分： ・その他 （具体的な指標は次のとおり）

33 年度 平成 34

具体的な指標： あいち山車まつり応援者の登録者数

目標値： 【現状値】 平成 28 年度 0 人 ⇒ 【目標値】 平成 33 年度 100 人

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

年度平成 29 年度 平成

16 人 人 人 人 人 人

16%

30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成



30,000 PV

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

年度平成 29 年度 平成

事業⑧： 中京歴史文化遺産情報発信事業 実施団体： 日本の伝統文化をつなぐ実行委員会

事業区分： 情報発信 事業期間： 平成 30 年度 ～ 平成 32 年度

PV PV

事業概要：
県内に点在する各文化遺産の所在地及びアクセス方法を一同に記載した看板（アクセスマップ
にないような看板）を各地点に配置し、ホームページを作成する。

評価指標区分： ・ホームページ閲覧数（ＰＶ数） （具体的な指標は次のとおり）

33 年度 平成 34

具体的な指標： ホームページの閲覧数

目標値： 【現状値】 平成 29 年度 0 PV ⇒ 【目標値】 平成 33 年度

30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成

事業⑨： 尾張徳川文化養成ボランティアガイド事業 実施団体： 日本の伝統文化をつなぐ実行委員会

事業区分： 人材育成 事業期間： 平成 30 年度 ～ 平成 32 年度

PV PV PV PV

事業概要： 尾張徳川文化を紹介できるボランティアガイドを養成し、ガイドを実施する

評価指標区分： ・ボランティアガイド利用者数 （具体的な指標は次のとおり）

33 年度 平成 34

具体的な指標： 本講座修了者のボランティアガイドの利用者数

目標値： 【現状値】 平成 29 年度 0 人 ⇒ 【目標値】 平成 32 年度 20 人

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

年度平成 29 年度 平成

人 人 人 人 人 人

40 （単位）

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

年度平成 29 年度 平成

30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成

事業⑩： 中京歴史文化遺産普及啓発事業 実施団体： 日本の伝統文化をつなぐ実行委員会

事業区分： 普及啓発 事業期間： 平成 30 年度 ～ 平成 32 年度

（単位） （単位）

事業概要： 県内５会場でそれぞれの文化遺産を紹介する展示会や講演会、演奏会などを開催する。

評価指標区分： ・その他 （具体的な指標は次のとおり）

33 年度 平成 34

具体的な指標： 日本の伝統文化をつなぐ入会会員数

目標値： 【現状値】 平成 29 年度 16 （単位） ⇒ 【目標値】 平成 32 年度

30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成

（単位） （単位） （単位） （単位）


